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• 緒 言

科学の研死は本質的には人間の努力の産物である芸術と似て 

いる、 すなわちそれは創ﾡの 自 由性が妨害されなV時にのみ、 

そのﾡも好ましい果実をみのらせるものである。との真理は無 

条件に独立自足的な研究に適用されるから、協同研究とい 9 も 

のが要求される結果を得るためには往々C して必ﾡとたる もの 

であろ。した がつ て個々 の ものの目 由性は研死の全体的な 目的 

かよび範面に、 tり多く の制隊を うける。建物の装飾をまかせ 

らnれた彫刻条は構造物の大きさ、型な上び目的に上つて制約さ 

れるととが多へ。現在の場合には、森林の成長を支配する法則 

をきめるとと が我々の目的である。そして一 国 や一 個人 の努力 

だけではとの日的達成のためCは不十分である ととが明白だか 

ら、用いられる方法がある程度一致している ことは勿論研究の



基礎 原埋に関しても数人の 研究 者の 間 C一致 性が なげればなら 

ない。との型の協同研究は常に計画が広範な継験を基と して作 

られるのであれは有利であることい らまでるたい。
\

どの様な場合でも比校のために本質的である もの以外は個人 

の研究万法の選択の自由性を束縛 し上 うとする意志のないとと 

を強調してせかねばならない。他のすべての点にないては、方 

法の進択は全 く 自由であるが、本書に述べた方法のある ものは. 

旧来の方法を改善する ものと して推災し得るであろう。事情が 

呉なる とい9丈で興なる方法をﾡ用するととは規則を一律にあ 

てめるととと同係無益なととであと。 上述の注意はこのﾡ綱 

の細部ついて も十分あてま るであろウ。

固定標的地の叶究は次に述べる二つの直接的な 目的のう ちの 

何れかでかろ ら。 すなわち

ia) 標準的な施楽法て上つて取扱われた林星物の材ﾡせ上び価 

値で表わした収穫量を決定するとと. つまり究極的にはとれ 

らの収獲表を作ること。

(b) 注意深く定められた取扱い方法 ( 例えば一定の間伐度 ) の 

下C. 林産物の価位形成C関与する悩々の因子の成長過ﾡを 

研死すると 、 %に極的には到達し得る桜大の総成米を定め 

るとと。この場合の 目的は処埋の破良の方法を求めることで 

ある。

ずっと以前の粽準地の研究では、実行上は大体林分全体に関 

してすべてのﾡ果を表わす方法が多かつたけれど も. 現在では 

一般に林木そのものを生物的に明らかな殺に群わけし、も しこ 

れで林分の成長過程が適当に把握できれば、 別仙にしなけれは 

たらないといゥこと が認め られている。 平均価とい o ものは岐 

終目的に導く &路をあいまいにする以外の何もので もない。

価値は量は勿論賞Iにも関係する。従って网方が決定されねば 

ならない。ﾡは林木の材和区分すなわち生産物をいろいろな範 

らうおよび等級に分ﾡすること よっ てのみ得る こと ができ る。

比較の目的は、採用された林木の分ﾡ法が一致していると 

とが望ま しい。ま た測定法な上び資料の計算法が本管的に同 じ 

%のでなけれな らない。 この研死の主目的は この 上うな 方法 

の一様性を推進するこ とある。しかし多く の研究所では長 

間他の方法が用いられてきていると とがはつき り してぶ り、を 

た既に進行中の研究を損ならことなく、新しい方法を導入する 

こ とも不可能である とい う こと明らかであ る。 ある場合には 

既忆行われた ものの価値に影郡する ことなしにこ ゝC推奨した 

ﾡに沿つて部分的に再計算する こと も 可能で ある かも しれない。 

これができない場合には新しい方法を導入すると とにょつて結 

果を無駄忆するとい う危険があるから. むしろ現行の方法を統 

けていつた 力が よい。ﾡ地地調査は長い期尚行われろ %のであ 

ゐから、その価値はそれが経過 した期間の長さ と 共に正しく 増 

加 して く るものである。

調査の主目的か施業法の研究である場合(例えは問伐度合. 

択材、下木植栽等)には、これらが確実定義されていたけれ



ばならなとうとと が根本題である。この問題は こ と で取 

扱うととはできないが. 採用した方法との上 うな調査の結栄 

を発表す る印ﾡ物には十分詳細に述べてせかなければな ら な

結巣を比縦する場合には測定の記録ぶ上 び資料の計算に標4 

の方法をきめてﾡけ非常に容易とたるであろう。とのことは 

望主 しことであるが、絶対的に本ﾡ的た ものといゥ わけで 

はなく・ しcがつて本要綱ではふれてなかたい。本連合のメン 

パーは夫々の研死機関に用いる様式に関 して情報を提供する用 

意がある。

この要綱を読む人は標準が高すぎるから く じかれてしま ら 上 

っなととがない上望んでいる。この規定は実行にあたつて 

標準の水準のるのであるといら 上 り はむしろ最良 と 確信でき る 

ものでなければあま り価値はないであろう。本質的な部分を変 

えたい限り個々のるのは自分の利用でき る設崎に応じて適宣計 

画の細部を変更するととは出難ではなかろら。健全な方針の下 

実行される確固たる研究は確かに観迎されるべきである。

I 標単地の設定

1.1 過択. 分区の比較

まづ般初に. 波定されるブロットは条件が斉一であるよ う 

にするととがﾡも大切なととである。与えられた林分の生産 

を単一のブロットで研究する上らC計画された場合には、ブ 

ロット全体を代表する上う立標本でなけれならない。 ﾡ 

々 の施策万法の効果を研究する場合であれば、分区は厳密に 

比核で き る ものでなけnたらず、したがつてできるだけ接 

近してと らなければ ならないo

比較の程爱はまずオー忆次の点ic 関 して 目測で侍られる。

警横:樹高、直径. 年令. 本数、色岡度・ 樹ﾡ分布. 記録 

な上びロ 碑の両方忆よる林分の成立および沿革。

位置および土壊：地埋的および地勢的位附.土地および下 

隔土、 傾斜の方位. 領斜度、地床植生(ﾡ苦・ 平本か上び電 

木 )。注意 : 川は避けなければな らないo

気候: これは利用できる記録から科なければならない。

ia) 蓄積

年令の決定は血径級のﾡ出にわたつて伐倒した間位木に 

より行わなけれならない。蓄積. 血径分布等に関してブ 

ロット lの比終がで きる上 するためには、一応分区の 

位置を確定 し, 定的な血径(Nﾡ)の区分を行つてから 

永久的て林木の号つけを行な 9。

樹高楣定は主林木の一部忆ついて行ない • 樹高対直径の 

曲線 を作成する。 それから 分区の 断面 版合計対樹高 の 

曲線を作り、本数断面樹ぶIび平均樹高Cいて10%以 

上の幅整があれば. その林地は除外する。最大の許容偏差 

を越えたい場合でも. 樹高お上び直径の分布が著しくﾡな 

る場谷は 棄却 を行なう。(通常、これ らは単にみるだけ 

で明らかである。)
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tb) 土 ﾡ
土雄ボー リ ン クは数多 く 行い. 少くとも3フィート ( 1 

m )の深さの土壌断面を数償所とる。比較の細目は深さ. 

粒子の大きさ(できれば微細粒子の割台を決定する迅速な 

方法に上り). 石灰の含量、フムス図の厚さ. 色か上びﾡ 

度 (P-H)である。その数値は比終ナべき分区では 2 ○%以 

上連つてはたらない・詳細を機械的、 化学的分析は非常に 

型ましけれどもとれらは通常. 特別な機関で取扱われな 

ければならたい。

io) 気 候

比較ブロ ッ ト が設定されている与えられた地域の一般的 

な気後条件は. これらのブロ ツ トが非常C接近して設定さ 

れているのですべてのブロ ッ トC適用でき ると考えられる。 

最も近気象台で戯測した平均の貞料が間船になつている 

地域と条件があま り違わなければそれを記録にしてる、く。 

ブロット その もので実際の記録をと ること はは有用であろら 

が、大低実行不可能であろう。(自記を使用すれば有用 

であろう。)

調査の細目は次の通 り である。

1 .毎年の月毎の雨最.雨天の日数。

2 . 雪の平均および般大の深さ。雪降りの日数と積雪日数。 

o. 年平均および月 平均の気温. 月別の最高. 最低気温、

ﾡの日数

4. 18インチ(U.5m)深さ での土壌温度

5. 空気湿度

6. 日 ﾡ時間

I2. 分区の大きさ. 形状か上び数

面 様

用材林では原則と して0.6エーカー( 0.25ha)以下でか 

つてはならい。不規則衣幼令林(天然更新)では, できれ 

H2.5エーカー(1ha )以下であつてはた らない。 施業法が 

研究の目的である上うな場合Kは. 2. 5 エーカー以下 で あつ 

てはWけなv。 ・

すべての地形調査の場合と同様、この面ペは水平忆投影し 

た場合の大きさである。したがつてﾡ斜地の補正傾斜角で 

行わなけれならない。林木の成育過程への傾斜の影髀は未 

だﾡ終的には決定されてWないから、傾料角は必らず記録 し 

てかく か. または地上に沿つて測定した実際の長さ 午計算 し 

て真の面磁の横に記録と して と ゞめていた方か上い。

形 状

ブロットはで きnれ正万形、で さ nはでき るだけ正方形に 

近い矩形かよい。

測 定 が正確 に行われると仮定すれば、他の 曲 単な 形状,例 

えば 円とか多角形をとつて % 上^。 他の適当なた プロッ ト をそ 

こなら上 うな内部の非典型的な地明ば分離してお•く が,あと
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C述べろ」- 4.の件を充ﾡ考慮することが必斐であろo

数

二つのブロ ットまたは良く 選定されれば一つのブロ ッ ト で 

も簡単な収穫併究には十分であろり。"

比較武験を行なう場合は、次の二つの場合が生じよう。

ta) 一定の施業方法の効栄を研究する場地合。例えば下木植栽 

の効栄。

Ib) 施楽方法の色々な程度や形式を比較するような場合。

;aの場合Cは最小の必ﾡ数は次の通 りである。2個の特定 

の処理区(下木ﾡ表)。2個の対照区(下木ﾡ求たし)。

(bの場合には厳小の必拠数は次の通りでかる。n御の度合

ま たは 処理の プロ ット+1 個の無処埋の対照区+ 1 個の一つ 

の度合まては処理のく りかえしブロット。

WI

陽性樹種の FCそれぞれブァ、 モミおよびトウヒ

を下木植裁したと きの効果を比較 したい。

したがつて n=3 で必要数は次の通 り であろ う。

脚註 - -

(1) フランスで収護表作成のためのブロット設定のときに次 

の 規則 を採用 し ている。

30年生林分では各々25エーカー(lha)の4ブロッント ・

60 " " 2ブロット

100 ン ク 1〜2ブロット

150 ヶ 5エーカー(2ha)の1ブロット

1個の対照ブロット・ 下木植栽なし。

ブナの下木 植栽の 1 個のブロット。

モミ ""

トウヒ " "

(例えは)ブナ " "

全部で5 プロッ トである。 できれば全系列のく りかえし 

を行な 9べきである。その場合にはモ ミかト ウヒのづれ 

かを二にとる。

例

三つの間伐慶合A,B,G が比較される、次の4つのブロ 

ッ ト が必要であろ り。

A B度 C慶 Bﾡ

A度( 非常に弱度の間伐 )はこの例では問伐しない対照 

ブロ ッ ト と して役立つ。枯死木だけは除去される。

注意: 政長比絞には十分な林地が必愛であるが、 それは 

一般 K. はu 難で あるから、 復に 関 し て は 上の 最 

小の必要数ですら機和しなければな らない場合が 

生ずるかもしれない。栄件が許される上っなた場合 

Kには. すべての三つの処理の反復が非常に型ま し 

い。

例

色々 な樹種ま たは同 し樹ﾡの 9 ちでも違つた品質を比較 

すると さ. 土台とたる林分を一樹ﾡまたは一品ﾡで作



り (郷土 樹極が望 ま しい ) そ して残りの樹ﾡまた仕品ﾡの 

各々を1ブロット 毎にﾡ栽すると 都合が上 い : いわば、 と 

の土台の中に埋め込んだようになつているから、 各ブロン 

ト は直ちにその 周囲の 林木 と 面接に比較されるであろ う。

1,2,3,4 =処理 ( 樹種またけば )

Li/ -対照樹ﾡまたは威

r-3. 境界 の 確定

各ブロ ッ ト の全周かま とは隣には. 長さ 8フィート ( 1.o 

m). 深さ18インチ(O.5m). 12インチ( o.3m ) 

の済を必ず如 ら なければ な らたい。隅の場合同 じ大きさ 

のﾡを各辺の半分の処まで堀らねばたらたい。隅には枕をた 

てならない。とれらはと りのぞかれやすものではある 

がうつてせく。プロ ッ トの境界の林木Cはベンキで周曲をま 

Wてなく。そしてゐる場合には境界石際が有用であろり。プ 

ロット 番号は隅の林木の 2本Cベンキで書いてみく。

斜がや放牧による危害が予想される場合に、ブロッ トのまわりに上

i.4.ﾡ 囲

光線や根の競争の影響を考慮にいれた研究で、 とれらの因 

fを変える上 りな伐採が行われる場合には( 例えば間伐の研 

究 ) ・ 包歳樹帯をプロ ッ トのまわりC残 してなかねばな らた 

W。 このル出林分はできるだけ広く とつてなかねはならない 

( 原則と して実験の終 りC到達すると期待される樹高等し 

い幅だけ). そしていかなる場合る50フィート(15m) 

上り狭 くてはいけない。この周囲林分はブロ ッ ト と正確に同 

じ処埋 をほどこさねばな らない。 

"帰出で同ﾡな収投いを行っこ とはブロッ トの林木の外側の 

列にプロッ トの内部とmじ光線の条件を与えるというこ と を 

係証すた ;刈出また頃に対しての傑護と して役立ら、 ・L 

プロイ ト 内 で 伐 回 すれば 快度合 が 犯わるというよ 3な場合 

には、 際木木そその版出でとれるという便利さがある。 しか 

し・ あまりﾡしすぎると、時 間 がたつ お つれて 周囲は プロ 

ットそのものよりも蓄積が少くなり,それによって導入され 

るぷ差の原因ともなる。 したがつて直ﾡ的にはしごかく り 

だし崎人で、i接的に光学的( 写真的 ) 器具て立木測定を 

行わねらない。 "

周囲 の境界は グロ ッ ト と同ﾡにはつき り と印づけしてく。

ﾡ単地を設定する場合には、光、根の脱争や風習の ような 

因子のため、広い道や林緑の附近はさけた方がよい。

をめぐらせねならい。



L・5. 記 録

研究お上び設定の目的をできろだだけ評細に述べ上。 そして 

特Cプロットの比ﾡのﾡ度を十分論ぜ上。地図を作成し一般 

的な地形は勿論境界石. 家屋. 路等の地図上の固定点に関 

する相対的位はを記入 しておく o
・またA)1908年9月3日の会合で、 ドイッ林染試験場迷合 

で決ﾡし、 NoudammoNeumann 書店が1909年に印刷し 

たるのから引用したAnle1tung zur Standorts-und
Bostandsbeschre1bung be1m 1orstichen Versuc- 

hewoson と称する印ﾡ物、 および(○)1932にNancy 
・

で行われた国際ﾡ合会ﾡにﾡ出した報告書C RePort ○1 
the procoodings- PPlo8〜190"な照 )。"

各ブロット の代表的な地所で写真の記録をと らねばな らな 

W。 その際写其機の位曲. 方同向は地上C恒久的に印つけてせ 

かばならない。問伐とか他の取扱いがなとなわれる前に、 

林分は写具をとつてかかねばな らない。

一般に記録はで きるだけ多方価に わたつて、 科学的C典味 

のみるすべての役測を含まなければたらない。気候的条件 

( 上述の L1.参照)せよび調査期間尚中の天ﾡについてのぬ山

(注)/1) 研充機例の国際連合会ﾡが1 9 3 6年ハンガリ ーで行われた後、

が ら しい林分記 載方法 2 公表す ること が地案 されている。この H刷

物に発表されるであろ5規定はすべての研究調査にできるだけ採用 

する方が上いであろっ。

は特に壁ま しo

I第一回側定

1. 測定の季節

毎年の仕事は八月 中旬 と 翌年の 5月初句までの間に限られ、 

その間に終了したけれならない。樹高成長の期間、例えば映 

欧州では5月と6月の前半は特に避けるべきである。 もし成 

商期を利用すればあとで述べるN.3.C述べるととに注意しなたけ 

ければ ならないo

l.2. 林木の番号づけ

林分の成育過程を知るためには標準地(周囲林分を除く ) 

内の立木を永久的に番号づけると とが本質的である。胸高直 

径1.5インチ(4cn)以上のすべての林木は、目の高さの樹 

幹上にベンキで番号をつける。特別な場合、稚樹の段階では 

祈号づけ をするほど大き くないェ う;：: 場合 でも 特別な 場合は 

4フィート3インチ(1.3m ) 以上の高さの林木はすべて側 

定することが望ましい。

ロッ トが下層 または中間層 を 形成する小後木 を 含む 上ゥな 

花令林に設定される場合は、番号をつける /小海径の限界 

は例え 4～6インチ( 1 0～1 5cm ) Cあげて も上。 直径 

が大きけれ、番ﾡは水平につけてゆく ;小径木の場合には 

垂直につけてゆく。
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" オイルベンキは次明測定まで番号がはつき り残る よ う に、 

良質のものでければならぬ。 そしてﾡ皮のっすい木そさづ 

つける上 5 なものでいけない。白と賞は1 番上 く わかる色 

であるが、 明るい色の砕の木(力)では黒でもよい。 番サ 

はできるだけは つき り と、 大ささ4イ ン+C 10°7)までつ 

け. そして手のゴム印か回伝型板で行?ことができる。

ﾡ号は圭な雨の万向と反対側につけたとさがﾡる長く保つ 

しかしﾡ斜地では仕事の優利のために命号は上方にっけるの 

が常である。殖我が現則正 しい列で施えて ある 時には、 番号 

は 二つの 踏 り 合った 列 に 向いあわせ てつけ る。 番号は常に一 

つの 列 が 次の列 につ ゞゅてっけてゆかねばな らなない。 混交林 

では存号は 自曲を考えな いでつ ゝ けてつけてゆく。"

. 3. ur 後(劇闘) 測 定

直後か周出のいづれを測定 して も t^。 直径の場合 は良好 

で丈夫な険尺. 版脚の場合には鋼テー ブか たは金属の糸を 

ﾡり込んだ布テープのいづれかを用へる。

ta) 劇定される 樹件の 破 小径

下限は1.5インチ(4cn)の直雀の林不= 5インチ(

( 12.5c)周出、特別立場合にはとの限界は上下して も差 

支えない。幼令の非常にﾡ生した林分では試験地内C平 

の5つ閉度を 示r と 思 わる 場所 を選んで小分区 を 設け. 普通 

のやり方でその中の本数を数え、単位面ﾡ当りCﾡ算する。

・b) 測定点・ 位面および印 づけ。

正し高さ4フ イー ト3インチ( 1.3m )できるだけ 

正確に固定 しなrればな らない。

"この日的のためには4イン千長さ1イ ンチの 短形 の度な 

もっ4 フィ - ト 2イ ンチの孫を用いる上 便利 で ある。銀知斜 

の場所では旗を樹幹の階面におき、すなわち殻髙点と能低点の中間に

き、ﾡﾡ斜の場合は常に使件の上面におく。もし地上が一 

様でなければ正しい 地上 水準を任意に決定しなければならな 

い。ﾡ幹上に 印づけ た十字が 測定位 限 を永久に 示す ・のであ 

る。 % しd件に4フィー ト 3イ ンエのところで火かんがあれ 

げ、 欠のんの箇所の上下二簡所の樹砕位置にﾡづけそしてお 

かね ば ならない。ある場合にはこれが不町ﾡなこ と もあり、 

その場合は欠かんﾡ所の上に一つの印だけをっけておけばよ 

い。"

尺度が抑の十字と一致する とき には、輪尺の脚がふれる点 

をベンキで印づけてなく方が」W。

"時には正依にﾡ除上で南、 北、東、西方 向 の 直 径 を 測定 す 

る と 有益な場合がぁ る。 ・

脚者な根張り、または根上り をもつ林木の埸合には 4 フイ 

ート34 ンチ以上に測定点をあげる必要がある。

io) 測定方法 ・

輪尺を用い る場合には単木毎C面角の二直径を測定 し.

整理する ; オ 1の直径は樹幹上ベンキでぬつた十字接



する輪尺の人性を説みとり、オニの直径は同じ点で接する 

輪尺の脚の 尺度で読みとる。周囲テーブを用いる時には, 

テーブを十字の水ﾡで林木のまわりにおく・ そしてテープ 

は幹軸忆直角に保持することに注意する。測定者は単木の 

大きさを説みあけ. それに応ずる号に対して記帳して 

く。論尺測定を記録すると き,各株木に対して二つの径 

を別個に記帳し、その場で平均するも誤り易いので現場で 

は平均しない。愛交林では測定者は劇定を行9前に樹種を 

説みあげる。

測定の精度忆関していえば• 直径は正しく%5インチ

,, 、 u.」 ,、ェ 1 cm ) 主 で読むo (1mm )まで・ 周囲 は/I イノチ( /2
老令林の場合にはそれに応ずるﾡ界は直径は※イ ンチ ( 光 

an)、 周出は光インチ( 1cn)である。 非常C大きな林木 

はいつも 光インチ(1c)ま でル囲 を説む。

・ー般に絡尺でXインチ(%Cn)まで、周 囲では%インキ 

(1cn) まであめその結果の呉差は さ 5 大きく なtい。殊に 

非常に多く の林木がある よ 5 な幼令林ではこれらは相殺され 

るﾡ向がある。"

番号はつけないが、 測定しなければな らな下盾木がある 

場地合Cは、 とれは劇曲級または直径級にまとめて、 各級毎の 

本数を配ﾡしなければならない。号つけをしてない協生し 

た幼令休を坂扱 り場合Cは、各ブロッ トはつづて 2U測定 

を行わなゆれならない。資料の2油の結ﾡが1.5%以上進 

えば・ 3目の脚定を行わなければならない。さうしてとれら 

らの測定の算術平均を用いる。

4. 幹殺区分

これは林木の成育過程の硏究には非常に大切である。区分 

は直性ﾡ定と同時に行えは実行上一上W。そして林冠層 

( 相対優勢度)樹幹の形質および樹冠型によ る区分に基いて 

いるo
・ 次の区分 ドイ ッ 林菜 載验場 で採用 されている ものである。

I 優み木

上納休冠を形するすべての林木*含む。

1級:正しい@ﾡの張り、良好な幹型を もつ林木

2級:処常な例冠または除型不良の林木、 これには次のも 

のがする。

A) 側圧せられた木

b 除型不良の前生曲

o) 除に欠点のあるその他の木、特に父木

H) 所請“ 報木”(注,d活の発達が弱十さ、件が沼長い

も の )

e 病夜書木

I5»木

これは上村曲冠を形成しないすべての林木を含む。

3級 成長は立ち遅れているが、クローネ はまだ 被 圧され



ていいもの。

4殺 被圧 の 状速に ある が, *だ生活を統けている木

(3級、 4級は土製保護その他に関ﾡした役割をびじてい 

る場合も ある )

5級 枯死不。これらの林木は林木の生育過種 に は有用 

な機能は もたない。倒れ木も これに含む。"

林木級の決定は目で行う。 とれは注意とゝもCﾡ繰が肝 

要である。記帳する場合には、 アラビヤ数字1～5を用い、 

2級に嵐する林木は女字を加える。

明らかな ように、との区分はあまり記述的でなく、各林木 

は樹型に も とつ級Cま たわりあて られなければなら ないo 
の区分Heck C上つて作られた ものである。

a 樹件オ1故. 直角の 2 方冋からみたとき通直で垂直.

83ft(1om)以上枝も欠かん もない。

P α上り劣るが良好な樹件をもつ株木・ 枝下はα上り短い 

が33f t(10m)まで校節がたい。

屈曲. 厚い樹皮, 多枝・ 傾斜( これらの特性が：しつ以上 ) 

6 幹の中途から ( 特に枝 下以下 で ) 分岐している も の。

・ 極端 な 又木( 1 級 2 級の勘合は ・ あはれ木 "と上れる ) 

6 萌芽木

c 病木

cのギリ シャ文字は数字またたは樹木級を表わす数字ま なは 

文学のあとにつけられる。

"必役な場合には一層町単な次のよ 5 な件形区分 を用いて も

ロ=中ル

b=不良

簡単明瞭な区分のシステムは科学的な調査には十分でない 

が:8oh adoiin(lが:用いた %のである。 これは三桁の数字で 

休木の 特磁な表わするのである。は初( 100位)の数字は林 

分での林木の生態的位殴く休ﾡ破)そ示し、 二日(I0位) 

の数字は形質、 三ﾡ目(1位)はdﾡの特性る表わす。

H物の生態的位については4つのﾡ木級区分がある。こ 

れけはスイ スの B'uhler の区分 と同 じである。

優み木

2 優ﾡ木

・ め木

4 破木

これら次の幹および他活の2つのほ分がふる。すなわち

L.良 2不A すなわち、例え211 とい 5 文字は良好 

幹製、 単好なめ冠をもつ準優み木で、 321 は不満足な幹

(1) スイス2o1taohriit tdr Forst.Wesen(Bern,1931) 
PI.および soha.dlin D1e Durchtorstung,Verlag 
paul Haupt,Born-Le1Pz1g.2Aufl,l ッ36



型で良好なﾡ冠ぞもっ劣劣木である。

1.5. 樹商測定

樹高御定質料が得られたら血径( 又は周囲 ) に対してプロ 

ットして.点のNに平滑な曲ﾡを引く。全林に対して一不の 

樹高曲線を調換するか、 もし く は色々な樹木級に対して別仙 

な曲報を作る。調定値の数が直径なよび樹木級( 特に優勢木 

縦)の範囲に広く分布すればする程. 曲線の僧頼度は高くな 

る。不斉一な林分では樹高測定の本数は増さねばな らない。 

・ 俊ﾡ曲線のﾡ向ぞつき り 知るためには どれ位の資料を と 

らければらfいかという ことは縦験的な問題である。 測 

定z行いがら1 an 単位の方出浜 上に直接にﾡ高客記入

ること が:塁 ましい。 そう すれば どの 位資料 を追加 すれば 上

い、かが:才ぐわかる。 "

測定には次の二つの形式がある。

ia) 伐倒木

これはテーブで正ﾡ 6インチ( 1 0cz)ま で測定する。 

各休木は 4フィート3インチ(1.3m )の印のととろから 

頂上まで測定 し. 株の高さを考えないで4フィート3イン 

チをその長さC加える。 .

"注な ・際によく 行われる上 ? に林べが伐 点以上の高さ 

が 測定されるならば、根株材債は以俊の#計算で無祝される。

これもし林木が正確に地上Q 3 mで伐倒されれば( n 

尺度での )正隆な利用材ﾡを与えるであろ?が、 的身 は 立つ 

た まゝ 測定 した 同じ 林木 の 溺 商 と は 違 5 で あろう e この方法 

は*たﾡ収 伐採 された林木 または正確に 地際 で伐採 され.た林 

木に適用するときには妥当ではない。

上のﾡ定により4られた材区と溢林材償との相違は利用に 

おけるﾡ失によるべきであろ?。いのななる場合で%材償表と 

直接比較 すると いう こと はそれ伐f太の元ロ から測定 した 

(他際ではない )長さに基いているから間題外でふる。 "

もし明らかに伐採予定の林木(例えば上心間伐忆ないて) 

が樹高に関して主林木の樹高標準木として適当であれば、そ 

れを直ちに伐倒して側定する。

b 立 木

営械しくは. 幼令林の場合は63フィート(20m)の 

高さま で仲縮自在な竹ﾡで,かた りの本数の立木を調定 

しなければならない。用いる お械は前以て検定 し、信頼で 

きなけれ」り上い型のものとと りかえる。

林木 を任意に選ぶ とい う ことは困難である が. それはプ 

ロッ ト内で5本なき とか10本せきC 測定す ることに上つ 

て避けることができる。しかし一方、頂上の全部は地上か 

らみ2難い。測定する木を遺ぶ場谷Cはいわゆる林木の」 

上部ができるだけ正ﾡC決定できる上っC、優勢木には特 

C注注意 しなければな らぬ。

も し樹高測定に選ばれた林木の直径 (劇闘 ) が測定して

なかつた立ら、縦軸の樹高に対してグラフ上での横申に
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用いろためC・ 地上4 フィート3インチ( 1・3m ) で注ポ 

深く 直径(周囲 ) を測定しなければな らない。

6. 標本木

:a 標本木の目的

立木に対して行つた直径か上び樹高の測定C上つて、基 

礎公式v一ahf Cおける二つの因子( 6s上びh )が与え 

らnれる。残りの因子『は機本木で長さ3. 6または10フ 

ィート( 1.2.3 m •….) の断面の中央点で輸尺で測るか周 

出測定をするかC」つて得 らnれる。とれは標本木 を伐倒 し 

た場合にはﾡ械的なﾡ作であるが、立木の勘合でもまた可 

能である。(はしごや. 光学無械等を用いて)。

係本木の選定と本数を支配する原則

測定できる標本木の数が多けれは多いほ ど最終結栄は正 

ﾡCなる。しかし、老令林では、ﾡ準地のらつべにかた 

り影群するので多くの本数は伐倒できない。同じことが標 

本木を周囲林分からとる場台にもいえる。 あたりまえのと 

とであるが立木の標本がとれないということはないが,そ 

の正確な 測定は 面倒 で時間が かかる仕事でるる。

標本木は それ らか属している 級 を般 も上<代 表 するも 

のでなけれはならぬ。したがつて不規則C枝をﾡつた木と 

か形の悪い木はこの目的Cは不適当と考えなければな らな 

い。利用できる標本木の数が少なけれ少ないどとの栄 

件は大切な %のとなる。

直径忆よ って標本木 を選ぶ こと は主 と して材償成長だけ 

を調べ上 う とするのか価価成長だけを見上 9 と すろかに 上 

つてきま つて くる。ま づォーC も し Kopetzky-Gehrha- 
rdt法)を用いるとすn. cれは二っの血後級に対する 

平均材秋さえ決定すれ材ﾡ一断面ﾡ直線が引けるか ら殆 

んど選択は自由である。しかしもし材積が二三の材師群忆 

分けられるとすれば、標本木は証径の全範囲にわたつて一 

様にとらなけれならない。その上うを場合でさえ、必 

要な直径をまづ計算で求めて. それをﾡ準地内で採す 

Draudt-Urich 法やRobert Hartig法上りは選択はも 

つと自由である。

実際の標本木の他に多数の間伐木も利用で き るから材積 

% しくは約1 6フィート(5m )の高さでの直径 (劇闘 ) 

を測定して形状を きめるととができる。

e 測定されるべき断面の間隔

劇定が 1 mの断面間隔で行われ材積がm法で計算される 

場合には、与えられた直径または周囲に応ずる材積を直接 

統み とることので き るﾡﾡの燃械を用れば時間の節約が 

できるが. 大体原則として16ft(2m) の断面間隔で喫 

本木を測定すれば十分である。

注)川1) I節5 そお照
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例えは1.3または5mの間ﾡの断面に対しては、夫々

o.5. 1.5または2.5mの断面の中央点で直径または劇曲 

を測定する。一番上の断面もまた中央点で測定する。もし 

技の直径が樹件から3 フィート( 1m) はなれたと ころで 

3ィンチ(7c)以上であれ. 主ﾡと同様な方法で血径 

7 cn界ま で測定してゆく o
※

全樹高の他成材高お上び最初の生枝ま での高さ を測定定 

する。また成材高の半分の位置および全樹高の半分の位限 

の直径 ( ま たは囲 ) も 測定して2 く。

樹皮厚は ( ス ウエーデンの ) 樹皮計で決定する。

・ 充全なﾡ中折解を行 う こと は 丸 行 が 面 倒 で、 丸太の長さが短か 

く なるのらd済的に出である。 これらの条件を無ﾡできる場 

合に数本のI級木Z6フィートC 2m )毎の中点で玉切っ 

て必要な物件折解を行 う。

d高成長曲際のﾡ向をつき とめる場合 に は、 収引"能な長 

さ C短のけれ短いどよい )に玉切つて各断面の年崎を数 

える。"

・7. 年令の決定

同令林では、間伐木か標本木と して伐倒した多くの優勢木 

の伐根の年論を数えて年令を決定する。との目的のためC選 

ばれる林木は, 地深で注意深く伐倒しなければならない。こ 

れができない場合には、伐倒面で年輪を数えてその高さまで

に要した年令を加えて決定する。この仕小が成長期間中にA 

こなわれる場合には、 N・3.でのべるととに注意しなければ 

ならないo

異令林では. 方法は令級分配に上つて定まる。 ・し一層以 

上に ある とすれば 各寤 で年令 を上述の よ っにして決定する。 

年令分布が群状ま たは単木的C興た るが、 その変動は比校的 

小さい場合には、 できるだけ多数の林木の年輪数を数えて平 

均年令を決定しなければならない。その上 ゥ して決定した 

平均年令 も次々 C伐を施行する ことK上つて典なつてくる 

ことは注意してかかねばならない。群または木毎の年令の変 

動が微し場合は平均年令を求めて %みま り 役に立たない。 

このよ うな場合には二三の直径(周闘 ) 級の各々の年令を別 

個に決定しなければならない。

林分の成立の日時を取扱った実際の記録は標準地資料と共

C残 してかかねはな らなvo

l・8.材 d 区 分

周囲林分から伐倒された標本木も•標準地内で伐倒された
I)

林木も同じく すべて次の上 9C等級をつけなけれな らないo

※ 訳)上部性7Cののところまでの長ざ。
注)(1) I6を参 照の こ と o
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各林木はまづﾡ全であろと仮定して、技大の価値が得られ 

る上5な材ﾡ区分を行なつて等級をつける。もし林木が多少 

と%腐朽していれは、現実の栄件Cもとづてﾡに等級区分 

を行 ら。この場合に % ま た 材極区分忆よる 丸太の 価値の和が 

最大となる上らに等級をつけなければならない。 もし2つの 

価価が呉なれは. 共に記録してかかねばなたらない。この方法 

はすべて の標本木つて実行される。

小校や 5ィンチ(7cm )以下 の直径 を も つ枝は生のま ゝ 

で恵 さ をはかり(雨の 後はしはら く 間を石* く )・ 現場の調査 

結巣から得られた係数か地方的た換算係数のいづれかを用い 

て立方フ イート(立方 m ) で材種を計算す る。それから枝条の 

真材創とﾡ材ﾡとの比を求め上。

立木材種は伐倒した各杯木ﾡに別々に記録さるべきで. そ 

の他のものは一括して記載してお く ・

l.9.土単ぬ査

数個の副次ブロ ッ ト の比較をする ために必要な 土ﾡ栄件の 

概略的な調査( I・ 1.b)参照)C加えて・ 土壊の もつ と 綜台 

的な調査が望ましい。これは標準地設定時忆、 またできれ 

試験期間中C生ずる変化を知るために中間に く り かえし実行 

しなけれげな らない。土壊調査の 暇 も 重要な もの は標準地 が 

伐倒される ェ っCなつたと き の最終的な調査である。(1)林分 

の成長土地因子の複合作用の所産である。(2)試験の過程 

中の気候的な変動の影響をき めること がイペ可能である とい ウ 

2つの見地から、 8査は原則と して よ り 依要な土壌特性の研 

究CA定でき る。

次の謝査は簡単な器具を用いるだけで笑行で き る。

1. 土ﾡ断面の記載

2. P H の価

3. 石灰の含量

土ﾡの機械的分析(または泥土とﾡ土のみの測定)

5. 次の分別ど よる腐植層の記述。

A

ia)粗

ib 細

© 整(緊密)

B ・

ia) 位 状

ib) 脂 状

to) 繊維 状

できれ、基M交替上びS102 と Fe209 の比の 測定 も 

ま た行わなければな らめ。

・土城区が望ましい。 そして傾斜地 すなわち不担でいと

注)川1) コベンハーゲンのBoTnobuschが提案したもので、 1935年 

oxford の土城科学の国際会ﾡで了承したもの。



ころで等ﾡ線を入れる。正規の規則 として どら ら も 必要欠

くべからざるものではないこ とがわかるであろ

土城断面穴深さ3〜6フィー ト C 1～2ロ )でブロッ ト 

野にﾡり 永久に堀った まゝに しておく ・ 穴はかこいそして 

き計直書に位盤を明示しておく。 しかし化学的 又は機械的 

な分析に対しての土桜際よはこの穴の側面からとってはなら 

ない。"

I.10.ﾡ生調在

試験の始めにﾡ生について大ま かな特徴を記述 し図化 して 

なかなけれたらない。ト レーシンクペーパーに図化してk 

け後にﾡ生を再び表示すると き Cその尚の変化を容易に知 

ることかで きる。

記述にあたつては次の3つの層に区洲する。すなわち、 苦・ 

草お上ひ胸木。各々が占有する相対的面積を次のシステム 

上り1から5ま での数字を用いて きめる。

5 = 地表を完全に被う。

4 = 〜光 "

3 = ※〜A "

2=〜※ "

1 = 群をなして散生するかもしくは孤立

II・11・伐倒作楽

ﾡ準地で実行しなければならない伐倒は、試験計画Cした 

がつて究責任者に上つて注意深 く 定め られねば ならない。 

拠定( たとえば 間伐歩合 )に合致しない上 う な 実行 をすれば 

その理由を書いてかかなければな らないo

研究官は間伐木を分ﾡし、 また4フィート3インチ(1.3 

n ) で結尺測定 ( 周囲測定) をする責任がかる。時間C余裕 

があれば. 伐倒中そ こにて材種区分を含む伐倒木測定をか 

んとくしなければたらぬ。周囲林分での間伐忆よる生意物は 

標準地その ものからの伐木と 混同 してな らないo

•伐例 は地方の 林務官にま かせること もできる、 その場合大 

抵は断面測定はのぞいておく。地方の 林務官は材積を決定し

通常の」3に材慣区分る行なってそれに含まれる本数と共に 

資料を試験場に送付 しなければ ならない。"

I・12.記録様式

Iﾡで記録したすべての事項は規定の様式で詳細に記録し

てふかなけれ立 らな いo

-28一



資料の作表および結果の計算。

I. 1. 主 副林木の分類. 幹級。直径 (周囲) 級。

副林木の材般は主林木の材科 と 別個に計算 しなけれなら 

ないが,共にその計算は17頁で述べた林木の生物学的な分 

類に基いたものでなければならない。 しかし、簡単なな方法が 

必要と されている よ う なc場合には. あま り精密な分類は用い 

なくてもよいが、 もしこのようなことができなければ、 主林 

木 と 副林木の 2 つにわけるだけで十分であろ う .

各級の木は更に等直径級または周囲級、もしくは同本数を 

含む群. もしくは等断面ﾡの群のいづれかに細分する。いか 

なる場合でも、群わけは下限の3インチ (7m) 直径の林木 

から始めねならめ。

I. 2.断面ﾡの計算 

断面積各林木級において直径級または周囲級に対して 別個 

に計算しければな らない.

輪尺を用いて. 各林木に対して 2方向の直径を測定すれげ断面 

積は平均直径から計算 しなければならない。全断面積は個々 の 

級の断面積をすべて加えあわせればよ い。 平均断面積は全断面 

ﾡを本数nで割つて求められる。______________________________  
注) () 三直極に応ずる所面係へ平均はは推奨できない。二つ 

ハ直留より計算された二つ"断面ﾡの平均は、 円形 

ハ所面では平均血怪から計算された断面依に比べて、 

真の竹円の面ﾡとはひどく遮う ものであ2。

"断ﾡは送定すなのに簡な価であろからいつも計女してお  

かねばならない。 それは風とか綱気の粘栄と して測定点で林木 

が変形しない限 り 林木の力•用な特性値を与える ものである。"

此3。樹高の決定.

a) 主林木.

主林木で測定 したすべての林木の樹高は、伐倒 した標本木 

はOで立木は③の印をつけてそれに応ずる樹高直径 (周 囲) 

に対して1nm 方眼紙上にブロ ッ トする. 伐倒 した標本木は 

よ り 信頼•できる 点であり. 立木を 表わす点 より も樹高曲線を 

引く際には重みて多く して曲線を引く。

・巣状ﾡ盗、 期ち平均値の上下に著しくかけ離れてい々よう 

な 点は 選 択や 測 定 の 誤士り の結果 であるから楽却 しなければならない。

違った級での樹高は違った色でブロットし,直径(周囲) 

と樹高の間の関係を各級毎に表わすために 別個なな曲線を引 く

に, 全林分に あては 交 る一般的な樹傷曲を全部の点の系 

列を通 して引いてお く .

"樹高曲線は林木のﾡ端が雪折れしてい々ような 場 合 には し 

ぱ し有用であろこ とがわかるであろ う。 "

樹高曲線から一定直径(周囲)に対応する平均樹高を読み 

とるこ とができる。生物学的な樹木級も しく は全林木の直径 

(周囲) 級の平均樹高は、 全林木または級の平均断面樹を 

叶計算し、それに対応する直径 (ﾡ囲) を求め、 そしてこの直
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径 (周囲) に応ずる樹高をそれぞれの樹高曲線から読みとつ

て求めるこ とができ る。

優勢木すなわち 1 級の林木の樹高曲ﾡは非常に大切であ る・ 

それらの平均断面積(また平均直径)に応ずる優勢木の樹高 

曲線での価は主林木の優勢木の平均樹高である。これは最も 

簡単 で しか。形質ののも重要な判定ﾡ準である。

・ 全林木の平均断面償をも つ林木 の 柳高は 次の公 式から得ら

, gih+g土 .........+gh
"m-- E G

しか し この平均値は形質を表わすのに適当でないか ら大して 
要ではない。"

(b) 間俊木

同様方法で、 1 つの樹高曲線を間伐木に対しても作る。

混交林では色々な樹•種に対してその樹種が全林の少く とも1

0%を占有して いる場合のみ別個な曲線を作成す る。

・田高曲線の術度へM 味 各際準木に対して断面償な上び例 

高のﾡgh (すなち理想円柱の林償) を計算すれげばよい。 

横ﾡに所面ﾡをとつてgh の色々の値を 1u方映紙上に ブ ロ 

ッ ト す々。 これらの点を通つてかなり正隆に直線を引く こ と 

が:できる : 有一な 針無 樹林 では 6 〜 8 イ ンチ (1 ～20Cm ) " 直 

優までは通常直ﾡであ々が、 順 則 としてﾡ点は通らない。 ﾡ 

高曲徴から色々な周町士たは直径に応ず々hのﾡが得られ、 

これらからgh に対する値の系列が得られる。 これら"値を 

ﾡ準木ﾡ料からびﾡしたグラフ上にブロットし、 もし一致し 

なけれも との棚高曲線を補正する "。

lII。 4・係数の決定・

材積が計算された場合に, 係数は次の公式から得る こ とかで

きる。 V
'= て下

幹材ﾡ、成材材ﾡま たは全木林積に対して個に係数が導か 

れる。

・ こ れらの係数は必らず しも必要ではな い、何故なら林積は直接材積 曲 ﾡ 

(次のE5参照) から得られ々からであ。。 なこれらの因子 

は生として林木い特徴を表わしたり相互に比較する場合に爪：更 

な もので ある。これらのものは通常4フィート3インす(1.3m) のとこ 

ろの断面ﾡに拠る ものである。 しかし往々慣張り"地ﾡへ ため 

に 得られた 係数 があ ま り にも低すざるというため反対がないわ 

けでもない。

係数をそれに応ず々直径または周曲に対して1M方ﾡ紙上にプ 

ロットして、そ C 関係 を 表わす ため に 平滑な 曲線 を 引く。これ 

は材ﾡ曲線の+エックとして用いることができ2。 "

標準木の数が適当であれば、係数曲線を樹木級毎に引くこ と 

容易であるが、金林木に対して作るこ とは困難である しその

価値 も疑わしい。樹幹形状 の よ り よい考え方は形状商であ る. 

これは樹幹上の一定高または種々の高さに対して計算され る.
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例 え ば 16フイート (5m での直径 (周囲) 

胸高での直径 (劇曲)

I. 5. 林木材ﾡの決定。

各標準木の材ﾡそれに応ずる両径または周囲に対して プ P 
ッ ト し (またそれに応ずる断商ﾡに対 してブロッ トしてもょ い) 

点をﾡつて平均曲線を引く。材積を商径士たは劇闘に対 して プ 

・ッ Fすれ通常幼令林で: 上にu型で、 老令林ではS型で 

ある。一方材積を断面ﾡに対してブロッ トすれば曲線はしばし 

直線近いこ とが多い。も し非常に多 く の標準木が利用でされ 

. 例えげしごそかけて測定できたような場合には、別個な 

材ﾡ曲線を樹木級毎に引く こ とができ る.23 の級に対して曲 

線間 に 井常に 差があれ ばこの方法は 明 ら かに よ り 正確に行われ 

たとみてよかろう。

・ 材債曲線のﾡ向は必らずしも容易に決定でき々とは、 限らな 

いか ら、 その納度についてのﾡを 次のょ うに して行う。各県 

単木に対して1 つ以上 の 係数 を 求め、各係数にそれに応ず々断 

面 徴 を 乗じ、 そのﾡ(gf) を血径(用u) に対してブロッ ト す 

る。点は ほ ド直線的に 並ぶであろう。そしてこの 線を材積曲線 

の補正 に 用い な。しかし、 このﾡはあまり信頼できない。

なぜならばﾡのﾡさのんの一寸した誤差がその結火にかなり 

の 違い を 導く から で ある c "

(1) 数密にいえそれは常にS状曲ﾡであ。から、 勝手に血線

に引いてはならない。Bavaria では、材ﾡ曲ﾡは1 9世紀 

の 初頭 に用いられて、1 8 4 0年に到って正式に材ﾡ計W 
に用うろことがﾡ定された。
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材積曲線から各林木および各群 (直径殺・ 樹木殺・ 全林木) 

の平均木の材積を 読みとること ができる。 平均木とは平均断面 

次 をもつ林木のこ とである。材積を まず樹木級内の 等断面積群 

に対して計算し、それから全樹木級に対して計算する。全林木 

の 材積は 個々 の 樹木級 の 材積の 和 であ る.

測定は胸高での直径士たはﾡ闘をと しているか ら、材税は 

地際から測定され たものと考え られ伐採の際、樹幹から切り は 

ななされたﾡ株材ﾡ測定せずに、利用の指失 と して考えなけれ 

ばならない(2 o 頁注ﾡ参照)

"可能な地合には、 少くと も勢木級1のﾡﾡ木に対しては昔 

通"上 う にして樹幹折解を行わなければ ら。

I. 6.材稲区分

間伐 木 は 材風! 区分 を し.調査の 終りに当つては収ﾡ木 全部に 

対 して 材械 区分を行なう。

"この仕は地方の林茶スタツフによつて前のI. 8 以下に述べたよ う にして 

突行され々。休木が腐朽してい々場合に二玉の等かづけがめ郷であっ。生産計 

に関劇した数字はど験場に送 らねばな らない、即ち各々 番号をつけた林木毎に 

九太目鏡および技条吋植等 G 報告を 行なう。

伐木のﾡ積を推定するには、標準木から得た もつ と 正確な 

資料 (刷書 と実ﾡの比»か、ら味し必要な ら修正するだけで十 分 である。 

桜後に、すべての計算をエー力ー当り (またはha当り)で表 

わす. (換究係数は小数 3 位まで求めなければならぬ :もし計算機 

を用いれば時間の節約になる。

。7. 図 表
図表については少く と も計算の仕事に関連 している限 りのも 

のは既に2～Sで述べた。例の目的へためには、主林木および 

全収獲に対して刑個に林令-断面積および林令-全材和の曲線 

を関 整するの が 有用で あ ろ う.
(比終間伐の研究を坂扱う場合には、 間在切間*通じて林令に 

対して I 伐 前後 の 蓄 療 を 図示 する こ とも良い考えである。
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W。 中間調査

M。1.概説

各測定 はすべて の 以前の 測定 と 無関係に行われ、この理由で標ﾡ木 

等からの 以前 の 資料を用いて はならないとい う こ とが木質的に 

重要ことである。しかし必変に過られた場合に、古い資料 

でも利用 しなければならないこ ともある。 その上うrときに 

上記のず実に深く 注意しておく べきである。

調査の 進行中に も し新しい結果 と 古い結果の比較がで きなく 

なる危険性があれば、 方法を変えてらい。

N。2.事故

号づけをしに林木が二つの測定期間中に 自然の原因で倒れ 

た場合に、地方の林業スク ックこのよ5 な林木に対してそ 

の番号と樹高およびそれから得られた生産材(二重の測定が必 

要である。前のII、 8.参照)を試験場に報告しなけれならな 

い。盗伐で林木が くつたときその番号を調べて試験場に 

報告 しなければ な らないo

v。測定 間隔

中間測定rび間伐に処理( 閲伐度合等)の効果が次第に目 

立たなく なって く ると き直ちにく り かえさなければならない。 

したがって成長が速いよ う 場合に間隔短かく る。原則 

として5年間隔で十分であろ う が5 0年以上のもの間隔1 

0年毎に1回行えばよい。 非常に成長が速いもの例えば幼令 

林とか外国ﾡ種の う なもので3年位の問隔が推奨でさる。

測定を成長明間中(中欧では、5月～8月)に行えげば、そ 

の年の成長の一部のみが計算に入つて くる。これに林令の決 . 

ﾡ特に測定間隔の正確な年数をさめる際に困難間を生ず 

る。般もよい方策は皮長休止期にのス、測定を行う こ と である 

が、この期間を多少ずれても、さう ひどい影閣はない。

かる理由で成長盤切に仕事を行う必残が:あれ、 っざっ 

ぎのﾡ定を同じ日も しくは少くと も岡じ月に行えその困燃 

に大いに淡少できる。時にい られてさた一つの方法で、 

日 を一定 (中政でに6月15 日) に してそこで逃年成長量の 

¥分が加えられたと考える方法である。成長開始期と 6 月丄 

5 日以内の日時に季節の半分以下であるから無視い、 一方成 

長開始と 6月 1 5 日以降の日時は完全一年と見依す。 すに 

わちこの 規則 によれば、 1930年の6月14日と1935 

年の6月1 日のIに6年凹証選したとするが、 193°年 

8月1 4日と 1 9 35年6月1 4 日の間4年間としか数え 

ない。この例にこの規則の現密に解釈に従った場合の一ﾡの 

ずつた果を示したるので、 この方法る あ*り推契でさないざ

N。4. 材書.の決定

ブロッ ト設定の際に行つた材ﾡ決定の方法をすべての中調

調査 に用いけ れcらcいo
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" 老令林の上 うにゃそくかつ規則正しい放長を る林分で 

しか・る叫伐の尚隔が短かい (5年) もので、時間と労力 

を節約するために二回のﾡ密調査の5ち一回保ﾡ木の伐 

倒あるい立木の滅定を省略して、 に所面償成長、樹高 

波長のが査および樹木級の定にと ゞめるだけで十分でお 

る。"

地表植生の変化透明用紙 に記入 し地図と合わせて見らrれ 

る工うにしておく。(前のII。10.参照)。

IVo 5. 成長量の決定 .

林木が属する 色々な群(直径または周囲級、ﾡ木級、総林 

木 ) の成長量に調測定期の終 り と始めの数字の差を とつて 商T 

ちに決定できろ。

・ ﾡ幹析解を行つた場合に得られた宏定期成長量に別側に記 

入すべさで、 これに通常の方でそれに応なずる樹木級に対 

して 見出され たも のと 比較 される。"

N。6. 本数が変つた場合の処置

() 無く なつた林木。.

新しい測定を行つた場合に、以前の調査以後にある林木が 

なくなつたとい う ことがわかれ それを間伐木 と考えて それ 

が國する級の成長量の半分を御 り あてなけれ らない。小 

径木で活力があ ま りければ前回の調査の対応する級に記録

-ガ8-

した直径にﾡ当てておく。

色)以前の調査でもれていて加えられる林木。

前回にみお と して、 ないものと して反扱つた林木がスつか 

つたよ う 場合に、最も」いや り方間伎度合や収獲に地 

ﾡがなければこnれを伐倒する ことである。そのと き前の計 

算そのま ・ で その林木は存在 していなかつたも の と考えら

れる。しかしも し伐倒して取除 くことができ なければそれ と 

同じ大きさおよび尚矗をもつ他の林木を見出してその木の代

りに伐倒して伐倒木のﾡ号をつけることが可能である。この 

よ う な方法が可■能でなく その林木がかr り の大ささ のもので 

あれば、見出された林木そのま ゝにしておいて以前の毎木 

劇査を補正丁 る。しかしその林木の 材ﾡ がかなりの大ささの

ものでけれ平均価 を 再計算丁 る 必要 は cいo
(c) 最小の直径級に入つてくる林木。

前回の調征以降にJ定できる大ささ(1オインチ直径、約

4 ・ )に入ってきた小さい林木番号をつけてﾡ査しけれ 

ばらい。番号づけ 前i。 調査 の 一番大 きい号の木 につ 

ゞいてつけてゆく。そしてこの上 う林木を見出すのが容易 

になる よ う に20本の隣接木の番号を括孤をつけて新しい番

号のあとに書いておく。例え、 417(87と88の間)、

. ・ - ...

V。最終 測 定

V。1.概説

般 終測 冠 その収獲 が 調 査期間中に適用された処理の最終 

結果であるから特別注意 と正確度が必要とされる。

最終測定以前実行されてたもの と本質的に具つた も ので



あってらい。 どの上う f場合でも前終伐採の直前に毎 

木の正確な測定をプロ ッ ・内の多数の注意深く選択されに伐 

倒木で行なわなければならない。立木について も数多く の樹 

高測定を行い、林分の他の特性の (樹木級毎の ) 計算を通常 

の 方法で行わなければ な らい。これ俊期測定と呼ばれる。

V。 2. 細部事項

この場合に、 標準木の選択ば間伐度や普閉度を考慮する 

必ﾡい。そして考えなければならない唯一の要点ば現存 

している天然推樹の将来の皮長に関してゞある。この上 う な 

間題そこで天然更新を行おう とするときにのみ生ずる。 

プロット が皆伐される よ う 場合にこのよ う 拘束fいo 
(a) 普伐をすると伐期間で得に資料すく後でおこ5俊倒木

の最終測定と比較するのに役立つ。この比較はそれ迄の調 

査方法の精度をきめるのに用いるこ とができる。

(b) もし天然下種更新が可能であり、それが企画されるなら、 

展終伐採は当然更新の要件を考慮して行われなければならな 

い。更新期間中、数回の伐採が必要であり、それぞnれの 

場 に伐採木 につい て正砲 な 測定を行わ な けれ cらcい。 

更新期間中成長量の決定の邪魔にるも のにもなく 

各回の伐採にあたつて残存丁る林木の材書 も主た推定する 

ことができる。猟獣の喜が予想される場合に、プロット 

にﾡを設けて完全に保護しなければらい。伐倒木の選 

定は地方の林務官にまかせてもよい。伐倒時の林木測定で

、林地が更新しているときは伐倒一般にプロツ トと周 

囲林分の両方で行われているから、周囲からの林木は測黑 

に含 ま ないよう に注意する こ とが大切である。

V、3. 単木の測定

単木毎に次の測定を実行 しなければな らない。

e) 伐倒前に、4フィート3インチ(1.3m)の面径生には 

周囲 を 記庶吋 る。血径はa盗側定する。

ib) 伐国後には、 材を 12フィート(4m) 毎にでされば 

6フィート( 2m)毎の長さで区分介求積 る。これは試絵 

焉の 我 負が 行わなけれはな ら ないo

(e) 伐期測定以来故年窿過し、成長量が評価できればその全 

収ﾡの成長量。成長过の決定は成長錐で行い、,件の周りを 

等隔で4つのﾡ片を抜く。抜ﾡは深くてはいけない。即 

ら.歳終測正の少くとも5年前生であれば十分で、 生に測定 

"にめに区分される樹件の各断の中尚例えば地上6,1 3, 

30,42フイート等( 2,6,10,14m等) で抜ﾡ寸れば よ

い。

id) 設許の価員収換を決定 しなければ ならない とすれば前に 

述べに方法( 、 8.) で材ﾡ区分を行なわなければならな 

い。生峰材を評する際に、契際には小tの材は夕はの材 

とげ じょう にはれないこ と を記憶しておのねばな らないo 

第 一 の 評価 方法は 一定 の 生産 品が 多 を の もの が 得られ かつ 

全立木が健全 である という 仮定に基いて行われる。

一方第二の評価では、生産品の実際の売値は腐朽との同 

じょ5 な原因による損失をﾡ引いて記録しておかねなら

ぬ。
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この節での仕事は地方の林務良が実行すべきである。

V 、4. 全収要

前節3ta)〜djで述べにすべての測定をと り生と めてそ"結 

果を1エーカー(1ha )当りでそわさなければならない。 

そだ材は勿ﾡ枝条材や燃材の生案物は一括して記収 してく。

+べての計算および+べての図化は既に述べによ 5にLて 

実行する。

更新しにプロノは試験地として午続し、記録にとゞめて 

おく。

V . 木材の為ﾡ的、微俄的住賓

標準地で生流した木材の質の研究を行 5 林業試験場けはおそ 

らく建めて少ないであろう。しかし木材の物理的、機侦的な 

性質は保4地の少く とも岐終調査の際には確めておき. これ 

らの性ばと、土地や処理との間の適切な関孫を求める こ とが 

極めて望生 Lい。波終側定の前でも このよ う な仕の様会は 

十分あるのも しれい。

・ 調査されなければならない他の特性の年輸、春材秋 材の 刷 合' 

節、密度、収縮性、加工性、堅さ、圧緒強慶、 銀力、曲げの 

強さ、 対衝撃性等("

()(1 木材の性質についての調査力法の概要を作成する 

ための交員会が国際林業試験機構に設けられた。茶が 

できあがれこの種の仕事の保として役立つであろ

ーーカ2一



場合に二の

を旗壁するのが 
しかし必ばに型られた 

林菜スタックは

6り年以上の

年の6月1 日の

製叩の製密
聞伐度斎や収竺に

ょうに2 り本の

その収か 

場合でい位終伐採 

天然uの 
場に夜採木について
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その収整が
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場合に伐採木について C 押入 ) 
材は多載の

地方の林務官が

ﾡ祈したプロッ上は 

他の特 : 年ﾡ市



固定標消地測査要ﾡ正 誤 表

頁- 行 參 正

1 上 7 Int erna t1oral Intornet 1 on al
下1 択 旦,下木ﾡ救等) 択巴、下木値栽病)

4 下7 灌かに典迎される 流かに史迎される
下7 が、 大医行 か 大ﾡ行

9 下 2 違つた品堂を 遼った高ﾡを
11 下10 プロイト 内で伐倒 ブロン ト内で伐倒

グ 下 1 道ゃ林ﾡの近 道や底楚の附近
12 上11 (RePort ○f C R oPor t ○ボ
13 上4 事は八月 中句 仕事はめ月 中@
14 上11 つの列が次のグに つの列から次の列に
10 上 7 平均する殳誤り 易い 平均すると誤り易い
17 下 ・ 所謂”鑿木. 請"華木..

イ 下2 上層型ﾡ 上上照
18 上 5 これらの休木は林木の これらの林木は林分の
イ 下 1 文学のあとに 文主のあとに

20 下4 林木が伐一点以上の 休木が代採点以上の cnn
21
»it

上 4 材債と造林材積との 材償と盗ﾡ材との
2 ど 上 G 礎公式V = eh*に 礎公式 v jghf に

グ 上 o 因子( およびh ) 因子C gおlびh )
28 上10 際準地内で感す 際地内で探す
25 上7 上にあるとすれげ 上ある と ナれ c 削余 )
2o 下11 儲材做との比を求めエ。 除材間と の比を求めろ。
ッ1 上1 1 " "状使高、ち “異状受 加 而 刈ち *

グ 下 2 ﾡの不均ル式(を 級の不均断mﾡを
ッ2 上 4 C 出 た 平均 血径 ) C*た不均mﾡう (m
グ 下7 (すなわち叫地門佳の催 ) (ナェち叫想門柱のﾡ(〕

X X 上 9 何故なら林「は 何故なら竺ホは
$1 上 ッ げ広納近いこ とが多い ばみ近いことが多いGe +
85 上1 つては収座木イ部に 当つては収整木企部に


